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○

社長への仮払金と利息

Q ●
● 当社は同族会社です。社長への仮払金

で当期首近くに発生し、その後精算されない

まま期末に至っている金額があります。

この仮払金について、利息を徴収しなけれ

ばならないでしょうか。

A:社長の個人的な資金の必要性から行っ

た仮払金であれば、利息を徴収しなければな

りません。

【解説】

会社は利益の追求を目的として設立された

ものですので、資金の貸付を行った場合には

当然、その利息は徴収しなければなりません。

ところで、仮払として経理した金銭が、精

算もされないまま放置されているとすれば、

その金額が社長個人に対する金銭の一時立替
＞

え (貸付金）なのか、法人経費の支出である

が精算が遅れているのかその理由の解明を行

い、それに添った処置を行う必要があります。

特に、仮払金の精算による金銭が、交際費、

寄附金又は使途不明金や使途秘匿金となると

きは、交際費についてはその交際接待等の行

為があった時、また、寄附金や使途不明金、

使途秘匿金についてはその金銭の支出の時を

もって処理しなければなりませんから、精算

が遅れると問題となります。

ご質問の場合、社長の個人的な資金の必要

性から法人資金を一時的に貸し付けたのであ

れば、経理上仮払金であっても、通常の貸付

金利を計上する必要があり、これを免除すれ

ば社長に対する報酬とされ、源泉徴収が必要

となります。


